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臨時職員人件費 ④
⑤

①
⑥

【事業の成果】

【反省点・課題】

【改善の方向性】

Ｈ27(標準事業)

①
基
本
事
項

計画コード 事業名 部名 企画総務部
02325-1 総合計画策定事業 室名 企画政策室

②
目
的
・
概
要

目
的
・
概
要

対象 市民

③
指
標

施策の方向 05:行政マネジメントの強化 項 総務管理費
戦略ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ 目 企画費

施
策
体
系

基本施策の大綱 06:行政経営 財
務
科
目

会計 一般会計
基本施策 01:自立した行政経営の推進 款 総務費

単位

国庫支出金 所要人員 2.00

人
件
費

総人件費 15,168
事業費 4,473 3,404 一般職員人件費

計画額 予算額 決算額

県支出金

再
掲

翌年度への繰越額

その他 受益者負担率 0.0% ⑤　/　⑥
地方債 受益者負担額

⑤
事
業
の
評
価

総合判定
４月に、中期戦略会議及び基本構想策定プロジェクト・チーム(PT)を設置し、庁内検討を進めつつ、総合計画審議会で
の意見を踏まえながら整理を進めた。基本構想についてはPTを中心に検討を行い、基本計画については中期戦略会
議の下部組織となる部会において検討を行い、中期戦略会議において構想・計画間の調整を図りながら、庁内案とし
ての基本構想（中間案）を概ねまとめることができた。

Ｂ
まずまず進んだ

総合計画と並行し、国の進める地方創生に基づく人口ビジョン及び総合戦略の策定を進めていたことから、全体的なスケジュールが遅
れ気味となっており、今後の進捗管理が重要である。

既に整理している中期的なスケジュールにおける短期での成果等の共有を図りながら、庁内の検討進める。
市民の共感を得られる総合計画となるよう、平成２８年５月に実施する市民フォーラムや市民アンケート等の市民意向の把握に努める
とともに、総合計画審議会での議論などを踏まえながら、平成２８年度での計画策定に向けた作業を進める。

事業目的の妥当性：

前年度からの繰越額

総人件費 15,168

④
事
業
の
計
画
・
実
績

年度計画 年度実績
総合計画審議会や中期戦略会議を開催し、第１次総合計画の検
証や内部・外部の経営資源の分析、第２次総合計画の基本構想
骨格案の検討を行った。
また、市民アンケートを実施し、暮らしの現状や現状評価、今後
の取組の重要度などの意向を把握した。

事
業
費

適切 有効性： 適切 最終評価確認者： 企画政策室長　豊田 達也

目
的

概
要

現在の第1次亀山市総合計画が平成２８年度を終期としていることから、平成２９年度からの市の最上位計画となる「第２次亀山
市総合計画」の策定を行う。

平成２９年度からの総合的かつ計画的な市政運営の推進を図る方向性を明らかにする。

２７年度

総コスト 18,572

一般財源 4,473 3,404

15,168 平均給与額×③

実績値
単位

計画値

実績値

２８年度

2
回

5

③
計画値

④

名称

補足

①

②

補足

名称

名称

補足

実績値 完了

回

計画値

実績値
単位

計画値

名称

補足

開催回数

総合計画審議会の開催

中期戦略会議の開催

開催回数

市民アンケートの実施・集計

単位


